大分県立歴史博物館資料借用要綱

(趣旨)
第１条　この要綱は、大分県立歴史博物館(以下、「博物館」という。)が展示・調査研究等のために歴史資料、考古資料、美術資料、民俗資料等(以下、「資料」という。)を借用することに関して、必要な事項を定めるものとする。

(借用の申込み)
第２条　博物館は、資料の所有者(以下、「所有者」という。)に対し資料の借用の申込みをする場合は、文書をもって行う。なお、所有者に所定の申込書がある場合は、それに従う。

(借用資料の預り)
第３条　資料を借用する場合は、館長は借用証(第１号様式)を発行する。ただし、所有者に所定の借用証がある場合は、それに従う。
２　資料の借用に伴う経費は、博物館が負担する。

(借用期間)
第４条　借用した資料(以下、「借用資料」という。)の借用期間は、原則として１年以内とし、館長が必要とする場合は所有者の承諾を得て更新することができる。

(借用資料の保管)
第５条　借用資料の保管その他の取り扱いについては、博物館の所蔵する資料に準じて行う。
２　借用資料は、博物館がすべての責任をもって保管する。紛失・破損などの場合は所有者と協議のうえ、博物館が補償を行う。ただし、天災等の不可抗力による滅失・毀損の場合はこの限りでない。

(借用資料の返却)
第６条　借用資料の返却は、博物館が発行した借用証と引き換えに行う。この場合所有者は、博物館の発行した借用証控に借用資料を受領した旨を記載し、署名・押印することとする。
２　所有者は、特別の理由がある場合は、借用期間中であっても、館長に借用資料の返却申請書(第２号様式)を提出し、借用資料の返却を求めることができる。

(借用資料の写真撮影及びその利用)
第７条　借用資料の写真撮影及びその利用は、博物館の発行する展示図録等への掲載、博物館資料としての記録、及び報道機関への発表のための撮影以外は、所有者の承諾を得て行うものとする。

(借用証の再発行)
第８条　所有者が借用証を紛失もしくは損傷した場合は、再発行申請書(第３号様式)を博物館に提出するものとする。この場合、館長は借用証の再発行を行う。

付則　　この要綱は平成１３年４月１日から施行する。

